
 

巻 頭 言 災害支援の会プロジェクト 代表・柿久保浩次

 震災から 10 カ月、避難している人たちは仮設住宅等で新しい年を迎えている。 

被災範囲が大きく広すぎて、復旧、復興の言葉が具体的なものとして見えてこないが、被災された方々は毎日の生

活の問題に追われながらも、もとの生活を取り戻すように動き始めている方々もいる。仮設住宅での生活移動の相談

や、被災地での新しい移動支援グループの立ち上げなど、ずう－っと忘れない、ずう－っと続けていく災害支援活動

でありたいと思います。 

●活動報告  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

１．概要報告（2011 年９月～12 月） 

●「震災から 10 カ月、今できることを」（災害支援の会事務局）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 ７月末に全国移動ネット災害支援の会の打合せ、（通

称）だらだら会議（第 2 回）が開催され、石巻の移送レ

ラやたすけっとの亘理の拠点を支援することや、被災者

が仮設住宅に移り、そこで発生する問題の認識や、被災

地で生活する方々自身の力で移動の問題を解決していく

支援をどうするのかなど、活動の方向が論されました。

９～11 月まで、多くの方々が支援のため主に仙台や石巻

の被災地を訪れてくれましたし、９～10 月には石巻や亘

理で運転協力者の認定講習会も開催され、11 月には移動

ネットみやぎの主催で被災支援についてのシンポジウム

が開催されました。 

12 月には、岐阜市民協や、横浜移動サービス協議会か

ら、仙台のたすけっとの協力を得て、中古の福祉車両を

被災地へ贈呈することができました。ただ、12 月以降、

石巻の移送レラへの運転ボランティア活動の支援などが

低調となっています。 

２．石巻の移送レラの活動協力 

●寄稿「『移動支援ボランティア 石巻レラ』での活動報告……2011．9.14－18」 

（移動ネットおかやま・備前市社会福祉協議会／中村守勝）●●●●●●●●●● 

１．被災地に行くまで 

仕事の都合がつかなくて、なかなか被災地支援に行く

ことができなかったのですが、５月に石巻市のレラへ移

動支援に行って来られた移動ネットおかやまの理事長・

横山さんから「３日間でもいいから石巻に行って欲しい」

と背中を押されて、仲間の職員と３人で 9 月 14 日～18

日の予定で石巻へ行くことにしました。「移動ネットみや

ぎ」の菅原さんが、宮城県が発行する（高速道路が無料

になる）「災害派遣等従事車両証明書」を申請し、当方に

郵送してくださいました。 

 全国移動ネットが宿泊拠点としている仙台市泉区のミ

キ自工の今野社長が支援物資の届かないところに物資を

届けておられることから、友人が作った有機米と乾麺を

持参することに。レラには「野菜ジュースを差し入れに」

と考え、職場の人からは子どもさんの服（若い男性用）

をいただきました。 

移動ネットおかやまの高山さんと樫原さんからも食料

や冬物衣料の支援物資を購入したり用意していただき、

ミキ自工に直接送っていただきました。 

 石巻では、全国移動ネットの杉本さんが借りておられ

る宿泊拠点を使わせていただくことになりました。 
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２．出発（自家用車で岡山から石巻へ） 

私の車で、午前８時に赤穂 IC から仙台へ向かいました。 

 名神で尐し渋滞がありましたが、北陸自動車道はスム

ーズに通行ができて、磐越自動車道で新潟から郡山に抜

けて東北自動車道から仙台東 IC に午後８時頃に到着。近

くのビジネスホテルに宿泊しました。 

３．活動１日目 

 15 日、仙

台を午前６

時半に出発

して、７時

半にレラに

到着。注意

事項とガイ

ダンスを受

け、本日の

予定表をもらって、３人それぞれがペアになる人を紹介

されました。 

１日６回の乗務はすべて、病院または市役所から仮設

または避難所への片道の送迎でした。この日のボランテ

ィアは 13 人で、車両は６台。 

 レラ立ち上げから半年間、休みなしで切り盛りされて

いる村島さん（札幌の方）から「明日は予定が多い」と

お聞きし、この日は石巻の宿泊拠点に泊まることにしま

した。 

４．活動２日目 

16 日、この日の予定は 38 件、うち往復が 20 件ありま

した。つまりトリップと考えると 58 件、これに当日予約

を足すと、80 件くらいをこなすことになります。 

この日のメインは、仮設から日赤までストレッチャー

で送迎という方でしたが、リフト車やストレッチャーの

経験者は私しかいませんでした。実際にその方の仮設の

部屋に行ってみると、とても起き上がれそうにないので、

タオルケットを身体の下に敷いて、担架のように持ち上

げて、裏のサッシのほうから出てストレッチャーに乗っ

ていただき、仮設と仮設の間は砂利道なので車両までス

トレッチャーを持ち上げて移動しました。 

「入院になるかも知れない」と思いながら日赤まで送

りましたが、レラに帰って報告すると、「日赤はめったに

入院させてもらえない。骨折して骨が見えていても帰ら

される」とのこと。石巻市立病院は被災して全壊、その

他の医療機関も医師やスタッフが亡くなったりで、日赤

に集中している。そのために緊急でないと受け入れられ

ないようでした。結局夕方にその方を迎えに行くと、点

滴を打ってもらって尐し元気になっていましたが、スト

レッチャーの送迎は必要な状態でした。 

 昼食はレラで用意してくださったソーメンとお握りで

した。その後休む間もなく、病院から仮設または避難所

の送迎を繰り返し、午後６時半終了となりました。 

５．活動３日目 

 17 日、予定では透析の病院と日赤にそれぞれ患者さん

の往復の送迎があるだけでしたが、土曜日だからか買い

物等の依頼で次々に当日予約が入ってきました。 

 最初は山奥の家から透析病院に行く方で、震災直後は

仙台まで透析に通われていて、「石巻市内の透析の病院が

再開してくれたので助かった」とおっしゃっていました。 

障がい者用の仮設住宅の方から、「携帯電話の使い方が

わからないので、販売店へ連れて行ってほしい」という

依頼がありました。行ってみると身体障がいの方の棟に

はスロープがあり、管理事務所に行く途中には食堂か集

会所のような建物がありました。どのような運営形態な

のかわかりませんが、さまざまな障害を持っている方が

入居されているようでした。 

拠点に帰って軽食をとると、また次の送迎。買い物に

行った方が「大きい荷物がある」とのこと、別の便で行

った人が同乗して同じ仮設住宅に送り、次の人は避難所

から知り合いの家に行き、再びその家まで迎えに行って、

そのまま駅

まで送り…

という状況。

「何をしに、

どこに行く

か」聞かな

いで、言わ

れるままの

送迎でした

が、理由を問えるとき・問えないとき、問える人・問え

ない人があると感じました。 

 こうして 1日が終わり、午後７時頃に石巻レラを出発。

仙台のミキ自工に到着したのは夜８時頃でした。支援物

資を下ろしてから部屋に案内していただいて、事務所で

缶ビールをご馳走になりました。 

ビールを飲みながら、今野さんのミキ自工の被害の話

や支援物資や支援金募金、寄せ書き等々をお聞きしまし
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たが、お客さんが女川町や石巻市、松島町等の沿岸部に

多くあって、その方々が甚大な被害を受けたために、仕

事が半減しているとのこと。津波による直接の被害を受

けていなくても、経済的な被害はとても広範囲に及んで

いると感じました。 

 その後、シャワーを使わせていただき、就眠。翌日は

12 時間ぐらいで、無事に岡山へ帰ることができました。 

６．支援を終えて【感想】 

１． 石巻レラでは利用者さんから、「いつまで送迎して

もらえるのか」と聞かれるようになったそうです。

レラの村島さんたちが半年も休みなしで、それに応

えていることを考えると「いつまでこの人たちがも

つのだろうか」と思いました。ボランティアは、ご

飯を食べても風呂に入るにもお金が要る。車両も持

ち込みの車両や借りている車両がほとんどですから、

支援は引き際と引き方が難しいと思いました。 

２．３日目に携帯電話の件で迎えに行った障がい者用の

仮設住宅は、どのように運営しているのかわかりませ

んが、施設の利用者のことは施設でできないといけな

いのでは？ たとえ仮設であっても施設は自立支援法

の中で運営がなされているのではないか？ また、一

方で職を失った人々がいるわけですから、人も雇って

いけるのでは？ という想いをもちました。 

３．被災地といっても一様ではなく、被災者といっても

一様ではありません。さまざまな被害の状況があり、

それぞれ立ち直る時期も違ってくるでしょう。避難所

から仮設住宅に移行してもそれで事足りるということ

ではないし、暮らしも違う。仮設住宅に移ると孤独に

なって、自殺する人、精神がまいってしまう人も出て

きます。当然、精神的なケアが必要ですが、移動支援

は精神的なケアも含めてあるものだと思います。 

通院だけでなく、買い物をすること。人に会うこと。

ご飯を食べに行くこと。お風呂に入りに行くこと。こ

れらは、日常生活を送るうえで大切な欠かせないこと

ですから、瓦礫の処理がついたからとか、避難所が解

散したからとかで終了できるものではありません。移

動支援は、暮らしを支える支援なので、居場所が変わ

っても、人の暮らし方が変わっても必要とされるもの

だし、それゆえにやめることが難しい支援であり、ボ

ランティアという曖昧な形態ではなく、永続できるよ

うな仕組みが必要で、そこの住民が自らその必要性を

感じて、行政や社協と一緒になって、仕組みづくりを

主体的に行わねばなりません。 

大きな被害を受けた被災地ではダメージが大きすぎ

て早急には難しいですが、仕組みづくりに向けての支

援が必要になっているのではないかと思いました。 

４．災害が多い国でありながら、国としての災害対策の

中に金銭的な積み立てがないことに、改めて不安を覚

えました。補正予算を組まなくては何の手も打てない

などありえないし、権力の中枢にいる人々があまりに

も鈍感すぎます。そして、そのような人々を選び続け

ている私たちも鈍感すぎたと痛感しています。 

５．報道は、当初からセンセーショナルなものばかりが

全国放送されて偏りがあるように思いますが、受け取

る私たちも「報道されることがすべて」と錯覚して、

報道されていないところに思いを馳せることができて

いないように思いました。 

６．被災地ボランティアの募集について、当初から個人

のボランティアを受け付けていないように思いました。 

  それは、「事故が起きたら誰が責任を負うのか」を常

に念頭にして判断（仕事）していることに起因するか

らで、移動サービスもそこを問われることが多いです。 

ボランティアには「食料も寝るところもすべて自己

責任でお願いします」と自己責任、自己完結を求めな

がら、自分たちが行うことについては「ボランティア

の受付」でさえも自己責任を回避するような判断をし

てしまう。そうした空気が流れているような気がしま

した。 

７．震災から半年が過ぎて復興に向けて自立していくた

めの手立てを考えて、できるところから、自ら実行に

移して行かなければならないときに来ているような気

がしました。 

介護保険も障害者自立支援法も自立を支援するとい

うことですが、この国では「自立とは何か」を議論し

たことがありません。自立とは何かわからないままに

自立支援という言葉だけで、「自分たちのしていること

が自立支援である」という結論になっています。被災

者の自立について、被災地の自立についても、いろい

ろな立場の人たちと議論をする必要があります。 

最後に。 

「生命は、常に未来に向かう」   （2011.10．4） 

 

＊スペースの関係で中村さんの原文を編集、割愛させていただ

いたことをお詫び申し上げます。（事務局編集担当） 
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●支援報告「これからの石巻レラに必要な支援とは？」（ゆづり葉／杉本依子）●●●●●●●●●●●●●●● 

2011 年 10 月 24 日から３日間、レラを支援してきまし

た。被災した方たちが避難所から仮設に移り、「やっとお

骨が見つかった」という火葬場への依頼や、婦人科など

の定期検診、リサイクルセンターからの家具運び同行な

ど、前回支援に入ったときから移動の内容も大幅に変化

していました。 

また、市内 130 数か所にみなさんが分散したことでガ

ソリンの使用量が大幅に増加し、「北海道の本部から、デ

ータの提出要請があった」と、村島さんが作業を始めて

いました。 

10 月末で、ライフサポート（大阪交通局）も（資金面

を理由に）撤退します。「なにわ号Ⅱとライフサポートの

自家用車が来ないと、ガソリン消費の尐ない小さい車両

がなくなる」と、レラの村島さんが悩んでいました。 

       

＊ 

支援の最終日には、賄いをしてきました。夜、くたく

たになってレラ事務所に戻ったら、「初めてライフサポー

トのメンバーがレラ拠点に来てくれる！」と北海道メン

バーが嬉しそうでした。そこで思ったのが、（誰が夕飯を

作るの？）ということです。北海道から大量の材料とし

て、じゃがいも、かぼちゃ、たまねぎ、大根、長芋（芽

が出て巨大小芋が……）、肉などが届いていましたが、賄

いの支援もありかもしれません。 

           ＊ 

釜会館のある大街道や三つ又地域では、津波被害でほ

とんどが更地になっているのに、ぽつぽつと新築やリフ

ォームが進んでいるのが印象的でした。 （2011.11.3）

●各種報告  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

１．「東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）全体ミーティング」要旨

●報告「話されたことの要旨」（ハンディキャブを走らせる会／鬼塚正徳）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

2011 年９月 30 日、「東日本大震災支援全国ネットワー

ク（JCN）全体ミーティング」が開かれました（於：在日

本韓国 YMCA アジア青尐年センター）。 

 東日本大震災が発生して半年が経過、各地で支援活動

が続けられていますが、JCN の参加団体は当初の 141 団

体が、現在 640 団体余りに。当日のミーティングは、日

本最大の支援団体となったネットワークが今後の継続し

た取り組みを進めていくことを目的とした話し合いとな

りました。 

(JCN 全体ミーティングメイン資料） 

http://www.hasiraserukai.com/data/2011/zenkoku/110

930JCN/main.pdf 

 

（以下は話し合いの要旨です） 

◆JCN が「移動支援チーム」を作り、８月４日の省庁と

の合同会議で国交省とやり取りをした内容がまったく資

料になかったが、JCN の問題ではなく、提案を投げたあ

と、受け身の姿勢であった我々に不足があったと理解し

た。 

◆３．11 から半年、被災地は仮設支援や復興支援のフェ

イズに入ってきた。国も特命の震災ボランティア連携室

（辻元議員）から内閣府東日本大震災復興対策本部事務

局震災ボランティア室に機能を移した。 

◆JCN が開催してきた「NPO と省庁との合同会議」も、８

月４日を最後に終了。今後は、東京で会議するのではな

く、各被災県で JCN の会議を開催する方向。 

◆被災県にそれぞれ、「連携復興支援センター」が立ち上

がっていて、支援企業や NPO からの支援内容を被災地域

のニーズとマッチングする作業を行っている。支援の資

金を有効に使うために、コーディネーターとして使える

人を派遣してほしい。 

 たとえば、福島県は県内企業 7,000 社が操業を全面停

止してしまった。再開のめどは立たない。復興に一番必

要なのは地元の人たちの仕事。 

県外避難は自治体ごとの避難であったりするが、避難

者への対応は新しい発想で取り組むしかない。 

今まで、急いで避難者に対する対応を

行ってきたが、今後はじっくりと、現場

で避難者一人ひとりに関わっていく活動

になる。今後も、皆さんの協力をお願い

する。 
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２．「運転者講習会」、宮城県亘理町で開催！ 

2011 年 10 月 22、23 日、宮城県亘理町で「運転者講習

会」が行われました。「移動ネットみやぎ災害支援の会」

が主催し、（NPO）全国移動ネット及び（NPO）移動ネット

みやぎ、(NPO)ささえ愛山元の協力のもと、地元のボラン

ティア１０名が受講しました。当日は、災害支援の会プ

ロジェクトの柿久保代表（全国移動ネット）と移動ネッ

トみやぎの有志が講師をつとめ、修了証は全国移動ネッ

トの名前で

発行されま

した。 

こ の 講 習

会は、仮設住

宅や地域住

民の移動困

難な方たち

の移動支援

を行うための知識や技術を学ぶため、国土交通大臣認定

の福祉有償運送運転者講習（セダン含む）のカリキュラ

ムに沿って実施されました。 

また、講習終了後は、ささえ愛の皆さんが「水戸黄門」

の踊りや、宮城にまつわる歌「さんさしぐれ」などを披

露され、和

やかな雰囲

気に。 

充実の内

容と講師の

熱意、そし

て講師と受

講生の気持

ちが一体となった笑顔あふれる講習会となりました。 

 

<参加者の感想> 

・とても楽しい講習だった 

・目からうろこ、自分中心から今後は利用者中心の活動

に 

・車いすに乗って恐い思いをし、とても勉強になった 

・いままで安易にやっていた。学びの多い 2日間だった 

・講義でわかったつもりでいたが実技をやってみて、そ

うでないことがわかった 

・初心にかえってやっていく 

・柿久保さんのソフトな言葉の中に真実があった。楽し

かった 

 

３．「災害支援シンポジウム」開催。全国移動ネット・杉本理事が発言（仙台） 

2011 年 11 月 13 日に、仙台市シルバーセンターで「震

災時の移動サービスについて」が開催されました（主催：

NP0 法人移動

サービスネッ

トワークみや

ぎ、共催：NPO

法人全国移動

サービスネッ

トワーク）。 

「東日本大震

災で甚大な被害を受けた石巻地域の事例を基にして、震

災時における公共交通機関の被災実態と、その復旧状況

を理解する。併せて、震災以来継続されている NPO、ボ

ランティアによる移動支援活動について理解し、今後の

震災時における移動支援の課題と対策を検討する」こと

を目的としたシンポジウムでした。 

オープニングで、東北運輸局宮城運輸支局長 熊沢治夫

氏は、「東日本大震災直後から宮城県はじめ関係市町村の

支援協力の下、鉄道代替としてバスの運行確保の尽力や、

NPO やボランティアの活動はメディアに取り上げられる

など社会的評価に値する。国交省も、通院や買い物等の

足の確保として乗合バスやデマンドタクシー、福祉タク

シーを導入してもいき届いていない箇所もある。特に仮

設住宅や障がい者の移動に対しては大変な付加価値が求

められる。そうした課題解決のためこのシンポジウムが

被災地の今後の復興の一助になればと思っている」と挨

拶されました。 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

以下、『河北新報』記事より。 

災害時交通障害民間の支援有効（仙台でシンポ） 

東日本大震災の事例を基に、災害時の移動支援の課題
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や対策について考えるシンポジウム……が開かれた。NPO

法人移動サービスネットワークみやぎが主催し、約 60

名が出席した。石巻市総合政策課の及川伸一課長は、公

共交通機関の障害について報告し、「がれきなどで道路状

況が悪く撤去されるまで運行できなかった。商業店舗が

独自にバスで買い物客を移動させたケースなど、民間の

支援が有効だった」と述べた。震災後、石巻市内で（の

べ）１万人以上を送迎し、移動支援してきたボランティ

ア団体 Rera（レラ、札幌市）」のスタッフの村島弘子氏

は、利用者のニーズが多様化している実態を紹介。「当初

は通院が大半だったが、入浴やお墓参りなども出てきた。

支援活動をできるだけ地元に引き継いでいきたい」と語

った。 

パネル討論で、NPO 法人全国移動サービスネットワー

ク（東京）の杉本依子理事は「お年寄りや障がいのある

方の足が確保されていない。地域にきめ細かな移動支援

が生まれるよう、交通を見直すべきだ」と指摘。宮城大

学の徳永幸之教授（交通計画）は「震災で車が使えず、

移動を制約される人が一気に増えた。個人個人が自分の

車で移動していた震災前の暮らし方を考え直し、交通の

あり方を議論していく必要がある」と訴えた。 

（『河北新報』2011.11.14 付） 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

◆以下、パネル討論で杉本さんが訴えた名言です。 

「被災地では生活支援に結び付いた移動を考え、トータ

ルに考えて交通を見直すことが必要。 

今回の震災では法律の矛盾がたくさんみえてきた、創

意と工夫で行っている自主的な動きに対して行政は邪魔

をしないでほしい。関係者でネットワークして声をあげ

ることが大切」。

 

４．横浜市青葉区社協、仙台・たすけっとに中古車両を寄贈 

2011 年 12 月 21 日、神奈川県横浜市の青葉区社協から

仙台のたすけっとに、福祉車両２台（マツダ AZ ワゴン、

マツダデミオ）が寄贈されました。 

贈与式には横浜市青葉区社協から４名、横浜移動サー

ビス協議会から５

名が参列。贈呈式

の後、９名は名取

市閖上（ゆりあげ）

地区の被災現場や

長町の仮設住宅を

回りました。 

その後、たすけ

っとの近くにある障がい者の方たちが働いているレスト

ラン「びすたーり」

で昼食。昼食のあ

と、横浜グループ

の９名は福祉車両

2 台とレンタカー

を運転して石巻へ

出発しました。 

             ＊ 

今回の福祉車両の寄贈は、災害直後、横浜移動サービ

ス協議会・山野上啓子さんが横浜市社協に呼びかけた「市

内 18 区社協で廃車車両があったら、被災地に贈りません

か？」という声に対して、青葉区社協がこたえてくださ

ったことから実現しました。また、現地の車両の受け皿

を仙台 CIL たすけっとの菊池さんや、地域生活オウエン

団せんだいの杉山さんにお骨折りをいただきました。 

車両整備、看板、雪道対応のためのタイヤ交換、名義

変更、初回自動車保険まで、横浜移動サービス協議会ほ

か多くの方々が支援。 

（物質的な支援は社協が持ち、活動支援となる保険は全

国移動ネット

と横浜移動サ

ービス協議会

が負担） 

車両の側面

に記 された

「寄贈」の文

字、「青葉区社

協」、「横浜移動サービス協議会」、「全国移動ネット」の

名前に、そのあたたかい連携があらわれていました。 

また、横浜市社会福祉協議会は「こんなかたちの貢献

ができた！」ということで、今回の贈呈について、同協

議会発行の季刊誌『福祉よこはま』誌上で、取り上げて

くださるそうです。次は南区社協の車両の贈呈先を検討

中です。 

このほか 12 月には岐阜市民協を通じての福祉車両の

贈呈もあり、多くの方からの支援をいただいています。

ご協力くださった皆さま、ありがとうございました。 
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５．全社協の機関誌へ移動ネットみやぎの菅原さんが投稿---想いを発信！ 

全国社会福祉協議会の機関紙『ノーマ』９月号に、移動サービスネットワークみやぎの菅原ふじ子さんが記事を投

稿して被災地の移動支援について書いてくれました。以下、本文をご紹介します。 

●転載「尐しの想像力と行動力で、移動サービスを！」 

（移動サービスネットワーク・みやぎ／菅原ふじ子）●●●●●●●●●●●●●● 

「移動サービス？」、最初は聞き慣れない言葉に戸惑い

ながら、この活動にかかわることになり８年が経過しま

した。しかも、かかわり始めて間もなく地元宮城県の NPO

法人が、“白タク行為”で警察に摘発され関係者の間で話

題になりました。単独では移動が困難な高齢者や障がい

者の方々に、白ナンバーの自家用車を使用して通院や買

い物等の外出支援（移動サービス）を行うに当たり、些

尐でもお金をいただくことは「道路運送法」違反だとい

うのです。ごく当たり前の助け合いの気持ちから始まっ

たこの“移動サービス”は、現在さまざまな紆余曲折を

経て、法制度のもとに管理されることとなりました。実

施団体では、「移動なくして生活支援なし」と考えており、

移動サービスでは生活支援そのものだからこそ、サービ

スとして提供しているのです。 

さて、東日本大震災では、広範囲にわたり大勢の方々

が被災されました。当ネット会員の S 団体は、津波で事

務所が流され職員３人も犠牲になりましたが、多くの

方々の支援のおかげで元気を取り戻し、移動サービスな

どの事業再開に向けて、今動き出しました。そして、こ

の再開を誰よりも待ち望んでいたのは“利用者さん”だ

といいます。 

そんななか、北海道の NPO 法人が宮城県石巻市を拠点

にして、被災者の通院や買い物等の移動支援を無料で始

めてから口コミが広がり、供給が追い付かなくなるほど

需要が増しました。全国の移動サービス団体のネットワ

ークである全国移動ネットからも、全国各地の実施団体

に呼びかけて交代で支援を行っています。そして、外出

すること、移動することが、いかに被災者の気持ちを明

るく前向きにするかということを、誰よりも実感してい

るのが運転ボランティアの方々です。 

しかし、いつまでも外部の支援に頼り、継続していく

ことには限界があります。私たちは、被災地の方々が自

ら移動サービス実施団体を起ち上げていくことができれ

ばと願っています。移動サービスの必要性、重要性は被

災地のみならず、高齢化が進む社会にあっては、今後な

くてはならないサービスの一つであると確信しています。

そのためには、現地の状況把握やノウハウに詳しい社会

福祉協議会が中心となり、NPO 等との協働作業として本

気で取り組む必要があると思います。 

移動できることを当たり前に生活している私たち一人

ひとりが、尐しの想像力と行動力で“移動困難”な方々

の支援ができればと、願ってやみません。 

 

●Topics！ Topics♪●●●●●●●●●●●● 

◆「ささえ愛山元」中村理事長、NHK に出演！ 

 ９月 11 日放送の NHK『東日本大震災６ヶ月「取り残さ

れる障害者」』に、移動サービスネットワークみやぎ会

員で津波の被害を受け、家、ご主人、事務所、スタッフ

などを奪われた NPO 法人「ささえ愛山元」の理事長・中

村怜子さんが出演しました。中村理事長は、精力的にチ

ャレンジしていて、サロンや配食などの事業（緊急雇用

事業）への入札にも参加予定とのことです。  

●テレビを見ました。中村さんの元気そうな映像を見て

安心しました。また、「ささえ愛山元」の事務所もすっ

かり整理されて、訪問時のときから様変わりしている様

子がよく見えました。 

「地域の活動を復旧するために、生かされた命をかけて

頑張る」と訪問当時に言われていた言葉を思い出しなが

ら見ました。   （移動ネットおかやま／横山和廣） 

●見ていただきありがとうございました。自分のことの

ように嬉しい出来事でした。 

今回の震災では大変な事でしたが、改めて人とひと、

仲間たちの“絆”を実感できたことが何よりの贈り物で

あったと思っています。 

この事務所は「被災地障がい者センターみやぎ 亘理

拠点」（夢かぜ基金）から、ささえ愛山元に委託されて

運営しています。柿久保さんを通して話が進みました。

このことがキッカケで中村さんはやる気を出し今がある

と言っても過言ではないと思っています。前事務所は壊

滅状態でしかも元の場所では再建できない地域になるよ

うです。でも、別の土地を求めて再建すると言っており

ました。また、尐し離れたところに一軒家を借りてデイ
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サービスを行っていた家は、すっかり綺麗にリフォーム

して９月 20 日にリニューアルオープンして、地域に開放

します。仙台にいらっしゃる機会がありましたら、一緒

に行きましょう。 

（移動サービスネットワークみやぎ／菅原ふじ子） 

◆介護なんでも文化祭、無事に終了！ 

10 月 23 日、「介護なんでも文化祭」が東京の上智大学

四ツ谷キャンパスで開催されました。当日は、前日より

いらしていただいたミキ自工の今野社長ご夫妻と一緒に

参加しました。 

初めて作成したパネル展示は、自分たちで石巻の避難

所から運んできたダンボールベットを加工した展示台を

組み立て（社長ご夫婦にお世話になりました）、急きょ２

台両面を使用できることに！ 寄せ書き３枚を貼り込む

ことができました。また、13 時から 16 時まで行われた

「車座トーク」も時間をオーバーするほど白熱。充実し

た時間になりました。 

 撤収も、山本さん、伊藤みどりさんご家族、ハンディ

キャブゆづり葉のメンバーの力により、速やかに終わり

ました。ご協力いただいたみなさま、ありがとうござい

ました。           （ゆづり葉／杉本依子） 

◆東北⇔関西 ポジティブ生活文化交流祭、開催！ 

 11 月 23 日、「ずーっと続けてく被災障害者支援 東北

⇔関西 ポジティブ生活文化交流祭」が大阪市北区（於：

扇町公園、山西福祉記念会館）で開催され、メインステ

ージでの歌や踊り、生活文化交流おしゃべりカフェ、コ

ミュニケーションバザール（売上はゆめ風基金を通じて

東北の被災障害者支援に使用）、被災地報告会など、多彩

な催しがもたれました。 

また災害支援の会プロジェクトの柿久保代表も、セミ

ナー「都市災害と障がい者…取り残される人々と向き合

うボランティアとは」や「街中被災シミュレーション in

扇町」などを開催（主催：日常生活支援ネットワーク）。

同文化祭の「復旧ではなく復活をめざして！」という熱

い想いがあふれる一日となりました。 

●募金活動●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

◆ご報告：あたたかいご支援に厚く御礼申し上げます。 

お名前（2011.８.30－2012.１.12  敬称略。順不同） 

ジャンボ、エヌ にーどヘルパーステーション鶴見、 

まつさく生活支援ひらっと、サポートセンターわかくさ、

ポプリ、泉南ドリーム、おでかけ支援隊、こだま会、 

みなと合同ケアセンター、さんぽ倶楽部、市民協、 

障害者自立支援センター葦の舟、本宮あすなろ会、 

よつ葉会・福祉サービスひなた、さが移動ネット、 

八木一男福祉会、訪問介護ステーションひびき、 

自立生活センターやお「おさるとかごや」、 

Ｐiano Ｐiano、あいらんど、ライフケア王寺、 

自立生活センターＦＲＥＥ、オークラ福祉応援団、 

クローバー･サービス、守口送迎、ねんりん会、 

関西 STS 連絡会、移動支援ネットワークちば、 

STS なら連絡会／地域福祉互助会 フットライト、 

高知市労働事業協会 福祉ステーション やさしい 

グループ、ライフサポート、あすなろ あすなろケアセン

ター、やまびこ やまびこ介護支援センター、 

サン・エー 訪問介護サービスひかり、きらら、 

まごの手サービス、ジェイアイシーウエスト、 

ケアライフ・アシスト、車いす緊急修理サービス・ 

ユーダ、磐余ヘルパーステーション、 

兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所、大阪大学大学院 

工学研究科 地球総合工学専攻、伊良原淳也、 

渡辺公子、眞下 益、辰巳千恵、窪田房之 

累計金額（2012 年１月 12 日現在）：4,151,590 円 

◆支援募金お願い：引き続き、ご協力をお願い致します。 

★お振込み先★（いずれかにご送金お願い申し上げます）  

郵便振替  加入者名：NPO 法人全国移動ネット災害支援の会  

      口座番号：００１９０－１－６２３４５９  

銀行口座  銀行名：みずほ銀行 千歳船橋支店（番号 154） 

  預金種目：普通預金 口座番号２１１１７１９  

      口座名義：全国移動ネット災害支援の会  

◆編集後記◆ 今号は「新春特別号」と題して、昨年初秋か

ら年末までの主な動きについて、まとめて掲載させていただき

ました。また、皆さまからいただいた貴重な募金につきまして

は、2012 年１月 12 日分までご報告させていただいております。

改めて、心より感謝申し上げます。 

             ＊ 

 2012 年。年明けて早くもひと月が過ぎます。先送りや猶予な

しという状況に対する、不安や焦り…暮らしのなかで辛いこと

も多いですが、「ちょっとだけ笑顔」「尐しだけ明るく」を心が

けたい。全国移動ネット災害支援の会の皆さま、周りにいらっ

しゃる支援活動をされる皆さまのご報告を拝読しながら、自分

に誓った１月でした。 

 まずは家族、友人、周りの方々に笑顔。それでもしんどいと

きは鏡に向かってほほ笑もう。イメージするのは、「再生の一

年」。(石) 
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